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銀
座
七
丁
目

在
京
局
の
、
あ
る
い
は
、
地
方
局
の
東
京

支
社
に
勤
務
し
て
い
た
年
配
の
方
々
な
ら

ご
覧
に
な

っ
た
記
憶
が
お
あ
り
か
も
し
れ

な

い
。
昭
和
３０
年
代
半
ば
ま
で
華
や
か
な

銀
座
の
ネ
オ
ン
に
も
負
け
じ
と
輝

い
て
い

た
北
海
道
放
送
支
社
の
北
極
星
の
鉄
塔
の

こ
と
を
。
衛
星
で
世
界
が
結
ば
れ
る
今
で

は
想
像
も

つ
か
な

い
、

マ
イ
ク
ロ
回
線
が

貧
し
か

っ
た
時
代
の
地
方
局
の
、
技
術
陣

の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
象
徴
が
あ
の
鉄
塔

だ

っ
た
。

手
動
切
り
換
え
の

マ
イ
ク

ロ

日
本
の
テ
レ
ビ
放
送
は
昭
和
２８
年

２
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
テ
レ
ビ
局
開
局
に
始
ま
り
、

民
放
の
テ
レ
ビ
は
同
じ
年

の
８
月
に
日
本

テ
レ
ビ
が
開
局
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
民
放
か

い
ず
れ
が
先
に
開
局
す
る
か
に
つ
い
て
は

虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
が
あ

っ
た
ら
し
い

が
、
公
共
放
送
の
面
子
を
賭
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
と
も
か
く
も

一
番
乗
り
を
呆
た
し
た
。

一
方
の
民
放
は
、
昭
和
３０
年

４
月
、
当
時

星
が
輝
く
マ
イ

ク

ロ
タ

ワ
ー

―
十

一
技

術

者

の
思

い
出
―
―

テ
レ
ビ
の
制
作
、
送
信
を
ほ
と
ん
ど
米
国

製
品
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

キ
ー
局
か
ら
地
方
の
受
け
局
に
番
組
を

配
信
す
る
た
め
の
電
電
公
社
の
マ
イ
ク
ロ

回
線
も
建
設
途
中
で
回
線
数
は
少
な
く
、

東
京
か
ら
北
海
道
ま
で
の
回
線
は
、
札
幌

ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
と
予
備
回
線
を
含
め

て
わ
ず
か
３
回
線
で
あ

っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
不
足
を
は
じ
め
、
技
術
的
な

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
中
で
な
ん
と
か
し
て

番
組
を
正
常
に
放
送
し
た

い
、
民
放
初
期

の
技
術
者
の
思
い
を
綴

っ
て
み
た
い
。

自
営

マ
イ
ク

ロ
を
決
断

電
電
の
マ
イ
ク
ロ
回
線
は
、
東
京
か
ら

大
阪
、
九
州

へ
の
回
線
も
北
海
道
同
様
に

建
設
中
で
、
公
社
は
こ
れ
ら
の
マ
イ
ク
ロ

回
線
網
の
基
地

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
と
呼
ば
れ
て
い

た
）
を
六
本
木
に
設
置
、
在
京

の
テ
レ
ビ

局
と
結
び
地
方
局

へ
送
り
出
し
て
い
た
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
と
も
に
マ
イ
ク
ロ
回
線
の

切
り
替
え
は
手
動
で
お
こ
な

っ
て
い
た
。

現
在
の
よ
う
に
東
京
の
キ
ー
と
地
方
の

系
列
が

一
本
化
さ
れ
て
い
る
時
代
で
は
な

い
。
大
阪
が
３
局
に
、
名
古
屋
が
２
局
に

な

っ
た
の
は
昭
和
３３
年
。
福
岡
と
北
海
道

に
２
局
目
が
誕
生
し
た
の
は
３４
年
。
東
京

の
４
局
化
も

３４
年
、
皇
太
子
結
婚

の
直
前

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
東
京

の
番
組
は

地
方
で
は
ク
ロ
ス
ネ

ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。

当
初
は
、
テ
レ
ビ
の
放
送
時
間
も
全
日

で
は
な
か

っ
た
り
で
、

マ
イ
ク
ロ
の
切
り

）

一局

林

　

昭

〓
一

（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）

の
ラ
ジ
オ
東
京

（現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
が
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
た
。

東
京
に
は
民
放
キ
１
２
局
が
開
局
し
た

が
、
他
地
区
の
民
放
は
開
局
準
備
中
で
、

大
阪
、
名
古
屋
が
開
局
し
た
の
は
東
京
に

遅
れ
る
こ
と

１
年
半
。
続

い
て
開
局
し
た

わ
が
北
海
道
放
送
は
更
に
半
年
後

の
昭
和

３２
年

４
月
１
日
だ

っ
た
。

当
然
の
こ
と
だ
が
ま
だ
テ
レ
ビ
は
白
黒

の
時
代
で
、
放
送
機
器
、
特
に
、
大
電
力

テ
レ
ビ
送
信
機
、
ア
ン
テ
ナ
、
ス
タ
ジ
オ

カ
メ
ラ
は
ア
メ
リ
カ
Ｒ
Ｃ
Ａ
社
製
な
ど
の

輸
入
製
品
ば
か
り
。
今
や
世
界
の
ソ
ニ
ー

も
当
時
は
小
さ
な
東
通
工
で
、
松
下
に
し

て
も
そ
ん
な
力
は
な
か

っ
た
。
輸
入
に
は

外
貨
の
割
り
当
て
が
厳
し
い
時
代
で
新
設

局
の
担
当
者
は
通
産
省
相
手

の
輸
入
手
続

き
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ

っ
た
。

メ
ー
カ
ー
各
社
は
国
産
放
送
機
器
の
生

産
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
て
い
た
が
需
要
に

間
に
合
わ
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
民
放
と
も
に
、

）
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替
え
が
手
動
で
も
何
と
か
処
理
さ
れ
て
い

た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
の
地
方
テ
レ
ビ
局

が
急
増
す
る
と
、
そ
の
回
線
切
り
替
え
の

作
業
が
追

い
つ
か
ず
、
事
故
が
多
発
し
て

番
組
が
突
然
中
断
す
る
な
ど
、
民
放
局
で

は
、
そ
の
ま
ま
営
業
を
直
撃
す
る
大
問
題

に
な

っ
た
。
電
電
公
社
で
は
当
然
機
械
化

に
よ
る
自
動
切
り
替
え
を
検
討
、
推
進
中

だ

っ
た
が
、
新
設
が
続
く
地
方
テ
レ
ビ
局

の
要
請
に
直
ち
に
対
応
す
る
こ
と
は
到
底

不
可
能
だ

っ
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｖ
開
局
前
の
Ｈ
Ｂ
Ｃ
は
東
京
の
民

放
キ
１
２
局
の
番
組
を
選
択
し
て
受
け
て

い
た
が
、

マ
イ
ク
ロ
事
故
に
よ
る
営
業
の

悲
鳴
が
後
を
絶
た
な

い
。
こ
の
事
態
に
ど

う
対
処
す
べ
き
か
、
当
時
の
阿
部
社
長
と

杉
山
技
師
長
の
協
議
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、

キ
１
２
局
の
番
組
受
け
の
マ
イ
ク
ロ
切
り

替
え
を
電
電
の
手
動
に
頼
ら
ず
自
社
で
お

こ
な
う
と
決
断
し
た
。

銀
座

に
鉄
塔
を
建
て
よ
う

当
時
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
東
京
支
社
は
銀
座
七
丁

目
並
木
通
り
の
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
の

最
上
階
に
あ

っ
た
が
、
そ
の
屋
上
に
自
前

の
鉄
塔
を
立
て
中
継
基
地
を
建
設
し
よ
う

と

い
う
の
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
回
線
は
、

日
本
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
東
京
の
自
営

マ
イ

ク
ロ
の
２
回
線
と
六
本
木
の
Ｔ
Ｒ
Ｃ
へ
送

出
す
る
電
電

マ
イ
ク
ロ
設
備
に
よ
る
３
回

線
で
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
電
波
障
害

の
無

い
高
さ
と
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に

は
ビ
ル
の
屋
上
が
鉄
塔
建
設
に
は
最
適
で

あ

っ
た
。

し
か
し
、
場
所
は
銀
座
の
並
木
通
り
、

周
辺
は
ネ
オ
ン
が
輝
く
日
本
の
社
交
街

の

中
心
地
で
あ
る
。
そ
の
真
ん
中
に
無
粋
な

鉄
塔
を
建
て
る
と
す
れ
ば
何
か
デ
ザ
イ
ン

上
の
工
夫
が
な
け
れ
ば
笑

い
物
に
な
り
か

ね
な
い
。
そ
こ
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た

の
が
杉
山
技
師
長
だ

っ
た
。
周
囲
の
風
景

に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
、
夜
に
は
輝
く
星

で
飾

っ
た
ら
ど
う
か
。
こ
う
し
て
銀
座
に

夜
の
帳
が
降
り
る
こ
ろ
、
北
極
星
が
鉄
塔

の
頂
上
で
金
色
に
輝
く

マ
イ
ク
ロ
タ
ワ
ー

が
出
現
し
た
の
だ

っ
た
。

鉄
塔
建
設
の
費
用
が
ど
の
程
度
だ

っ
た

か
は
知
ら
な

い
が
、
そ
の
頃
の
地
方
局
に

と

っ
て
は
大
変
な
出
費
だ

っ
た
と
思
う
。

テ
レ
ビ
２
局
と
の
切
り
替
え
が
自
営
と

な

っ
て
事
故
は
激
減
し
た
。
番
組
編
成
も

楽
に
な

っ
た
。
営
業
は
勿
論
、
経
営
陣
も

技
術
も
問
題
の
解
決
に
ほ
っ
と
し
た
の
は

当
然
で
あ
る
。

余
談
だ
が
、
杉
山
さ
ん
は
、
敗
戦
ま
で

Ｊ

Ｏ

Ｄ

Ｋ

の

技

術

者

だ

っ
た

。

Ｊ

Ｏ

Ｄ

Ｋ

と

い
つ
て
も
ピ

ン
と
こ
な

い
人
が
多

い
と

思
う
が
、
Ａ
Ｋ
、
Ｂ
Ｋ
、
Ｃ
Ｋ
に
続
い
た

Ｄ
Ｋ
は
、
戦
前
の
京
城
放
送
局
で
あ
る
。

戦
後
帰
国
さ
れ
、
民
放
発
足
に
当
た

っ
て

は
国
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
相
手
に
堂
々
の
論
陣

を
展
開
し
た
民
放
の
恩
人
で
も
あ
る
。

鉄
塔
が
実
現
し
た

二
元
番
組

支
社
に
は
既
に
ラ
ジ
オ
の
ス
タ
ジ
オ
が

あ

っ
て
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、

ニ
ュ
ー
ス
の

中
継
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
。

昭
和

３３
年
、
そ
の
ス
タ
ジ
オ
に
カ
メ
ラ

を
持
ち
込
み
テ
レ
ビ
番
組
制
作
を
始
め
た
。
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ミ
ニ
ス
タ
ジ
オ
の
誕
生
で
あ
る
。
毎
週
金

曜
の
午
後
、
東
京

の
ス
タ
ジ
オ
と
札
幌
を

結
ん
で
３０
分
番
組

『東
京
ス
タ
ジ
オ
』
を

放
送
、
北
海
道
に
関
係
の
あ
る
有
名
タ
レ

ン
ト
に
主
演
し
て
も
ら
い
、
ま
さ
に
二
元

放
送
の
ハ
シ
リ
だ

っ
た
。
こ
の
二
元
放
送

は
東
京
キ
ー
局
や
業
界
で
も
話
題
に
な
り

『
週
刊
新
潮
』
で
も
民
放
地
方
局
の
ユ
ニ

ー
ク
な
小
さ
な
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
と
し
て

紹
介
さ
れ
た
。
漫
画
家
お
お
ば
比
呂
司
氏

や
井
崎

一
夫
氏
の
対
談
な
ど
漫
画
と
も
ど

も
評
判
だ

っ
た
。

だ
が
、
こ
の
ミ
ニ
ス
タ
ジ
オ
の
機
器
は

ま
だ
真
空
管
で
、
保
守
の
苦
労
に
は
参

っ

た
が
、
技
術

一
同
は
懸
命
だ

っ
た
。

資
料
で
拾

っ
た
番
組
を
あ
げ
て
み
る
と

『
北
海
道

の
夏
を
生
け
る
』
＝
勅
使
河
原

和
風
。
『作
家
と
北
海
道
』
＝
原
田
康
子
、

八
木
義
徳
、
戸
川
行
夫
。
『
エ
ル
ム
の
園

を
し
の
ん
で
』
＝
松
山
茂
助
、
一呂
部

一
郎
。

『
当
た
り
屋
道
産
子
大

い
に
語
る
』
＝
川

内
康
範
、
清
水
明
、
近
藤
日
出
造
。
フ
」

れ
か
ら
の
北
海
道
』
＝
村
上
勇
、
町
村
金

五
、
南
条
徳
男
ほ
か
。

政
治
家
、
財
界
人
で
は
、
篠
田
弘
作
、

渡
辺
惣
蔵
、
小
平
忠
、
萩
原
吉
太
郎
な
ど

北
海
道
に
関
係
深

い
各
界
の
人
び
と
が
時

の
話
題
に
あ
わ
せ
て
出
演
し
て
い
る
。

一
度
だ
け
の
試
み
だ

っ
た
が
、
ラ
イ
ト

バ
ン
に
機
器
を
積
ん
で
手
作
り
の
テ
レ
ビ

中
継
車
を
使

い
東
京
浅
草
で
の
歳
末
風
景

『
ぽ
ろ
市
』
を
、
銀
座

の
北
極
星
タ
ワ
ー

か
ら

マ
イ
ク
ロ
で
札
幌

へ
中
継
し
た
の
も

懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

Ｖ
Ｔ
Ｒ
デ

モ
に

「
オ
ー
ー
」

そ
の
頃
、
待
望
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
ア
メ
リ
カ

Ａ

Ｍ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

が

製

作

。

当

時

の

Ｏ

Ｔ

Ｖ

が
輸
入
し
て
こ
の
東
京
ス
タ
ジ
オ
で
民
放

関
係
者
な
ど
に
披
露
さ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ

オ
ル
シ
ヨ
ン
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
が
、
直

ち
に
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
録
画
再
生
さ
れ
る
と
、　
一

同

『オ
ー
ー
』
と
歓
声
を
あ
げ
た
。
幅
２

イ
ン
チ
の
広
い
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
走
り
、

録
画
。
再
生
の
ヘ
ッ
ド
は
高
速
回
転
で
、

ジ

サ
ー
ボ
で
精
密
制
御
さ
れ
、
真
空
管
で
組

ま
れ
た
大
型
ラ
ッ
ク
の
機
器
で
、
画
質
も

良
く
さ
す
が
と
驚
い
た
。

当
時
の
テ
レ
ビ
は
ス
タ
ジ
オ
生
番
組
か

映
画

フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
、
当
時

ニ
ュ
ー
ス

も

フ
ィ
ル
ム
で
取
材
、
録
画
と

い
え
ば
、

ブ
ラ
ウ
ン
管

の
画
面
を

フ
ィ
ル
ム
で
撮
る

キ
ネ

ス
コ
ー
プ
録
画
、

い
わ
ゆ
る

〃
キ
ネ

レ
コ
〃
録
画
で
、
瞬
時
の
再
生
は
不
可
能

で
あ
り
、
画
質
も
電
子
録
画
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
だ

っ
た
。

だ
が
ま
も
な
く
、
こ
れ
も
国
産
化
さ
れ

Ｖ
Ｔ
Ｒ

一
号
機
を
東
京
支
社
に
設
置
し
て

テ
ス
ト
運
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
サ
ブ

に
座
る
人
間
が
寒
く
な
る
ほ
ど
の
冷
房
を

準
備
し
た
が
、
こ
の
国
産
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
運
転

中
に
部
品
が
赤
熱
、
ビ
ル
中
の
扇
風
機
を

動
員
し
て
局
所
を
冷
却
、
ど
う
や
ら
番
組

を
終
わ
ら
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
担
当
者
は

冷
や
汗
も
の
で
あ

っ
た
が
、
今
で
は
懐
か

し
い
笑

い
話
で
あ
る
。

こ
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
は
ラ
ジ
オ
東
一ネ
の
要
請
で

芸
術
座
と
Ｈ
Ｂ
Ｃ
東
京
ス
タ
ジ
オ
を

マ
イ

ク
ロ
で
結
び
、
菊
田

一
夫
作

『
が
め
つ
い

奴
』
を
４
時
間
録
画
し
た
こ
と
が
あ
る
。

地
方
各
社
は
鉄
塔
見
学

テ
レ
ビ
の
放
送
時
間
が
拡
大
さ
れ
る
に

つ
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
回
線
業
務
も

幅
擦
し
て
き
た
。

マ
イ
ク
ロ
回
線
端
末
機

器
を
遠
隔
制
御
す
る
こ
と
で
業
務
を
簡
素

化
で
き
な

い
か
、
技
術
陣
に
課
題
が
与
え

）

大活躍したミニスタジオ
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ら
れ
た
。
研
究
の
結
果
、
当
時
と
し
て
は

始
め
て
、
電
話
線
で
電
源
を
投
入
、
切
断

す
る
遠
隔
制
御
シ
ス
テ
ム
を
試
作
し
運
用

合
理
化
に
成
功
し
た
。

民
放
ラ
ジ
オ
局
が
こ
ぞ

っ
て
テ
レ
ビ
を

開
局
す
る
時
期
だ

っ
た
。
民
放
連
主
催
の

勉
強
会
が
開
か
れ
先
発
局
の

一
員
と
し
て

講
師
を
努
め
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

一
方

キ
ー
局
と
は
異
な
る
地
方
局
Ｈ
Ｂ
Ｃ
東
京

支
社
の
テ
レ
ビ
設
備
が
い
さ
さ
か
珍
し
く

参
考
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
の
か
、
開
設

準
備
中
の
地
方
民
放
局
の
幹
部
が
北
か
ら

南
か
ら
見
学
に
こ
ら
れ
た
。
応
接
も
大
変

だ

っ
た
が
、
熱
心
な
質
問
は
テ
レ
ビ
初
期

の
熱
気
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、

マ
イ
ク
ロ
回
線
は
札
幌
ま
で

の
間
に
東
北
放
送
が
、
更
に
札
幌
テ
レ
ビ

が
開
局
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
専
用
の
回
線
は
使
用
で

き
な
く
な

っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
テ
レ
ビ
の

ネ

ッ
ト
系
列
化
が
始
ま

っ
た
。

更
に
民
放
の
マ
イ
ク
ロ
回
線
費
用
負
担

も
膨
ら
み
、
プ
ー
ル
方
式
で
の
回
線
負
担

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
各
社

の
利
害
が
絡
む
大
変
な
問
題
で
、
民
放
運

の
マ
イ
ク
ロ
回
線
協
議
会
で
何
回
と
な
く

討
議
、
推
進
さ
れ
た

電
電
公
社
の
体
制
も
そ
の
後
逐
次
整
備

さ
れ
た
。
回
線
数
も
増
え
、
自
動
ス
イ

ッ

チ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
機
器
も
完
成
、
機
能

を
開
始
し
た
。

そ
れ
で
も
、
年
度
は
判
然
と
し
な
い
が

）

忘
れ
ら
れ
な
い
年
始
の
記
憶
が
あ
る
。

年
末
恒
例
『
ゆ
く
年
来
る
年
』
の
中
継
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
北
海
道
神
宮

の
新
年
参
拝
風
景

は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
雪
も
降
り
始
め
た
。

だ
が
、
東
京
キ
ー
局
ま
で
上

っ
た
途
端
、

Ｔ
Ｒ
Ｃ
の
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
ミ
ス
で
映
像
が

切
断
さ
れ
た
。
本
社
技
術
か
ら
の
怒
り
の

電
話
が
鳴
く
響
く
。
新
年
早
々
の
元
旦
、

電
電
の
責
任
者
に
ド
ナ
リ
込
み
を
さ
せ
ら

れ
た
強
烈
な
印
象
の
正
月
で
し
た
。

北
極
星
よ
さ
よ
う
な
ら

テ
レ
ビ
放
送
の
歴
史
に
多
く
の
想

い
出

を
残
し
、
名
残
り
惜
し
く
も
あ

っ
た
銀
座

マ
イ
ク
ロ
タ
ワ
ー
の
使
命
も
終
わ

っ
た
。

御
成
婚
パ
レ
ー
ド
中
継

・
青
山
学
院
前

）

昭
和
３５
年
４
月
、
タ
ヮ
ー
は
解
体
さ
れ
た
。

何
せ
銀
座
の
ど
真
ん
中
。
解
体
工
事
は

慎
重
を
期
し
た
が
、
北
海
道
新
聞
ビ
ル
の

西
隣
に
は
芸
者
の
置
屋
が
あ
り
、
鉄
塔
の

解
体
中
に
苦
情
処
理
の
挨
拶
に
出
か
け
た

若

い
ス
タ
ッ
フ
が
艶
や
か
な
新
橋
芸
者
を

か
い
ま
見
て
胸
を
躍
ら
せ
た
の
も
、
解
体

に
伴
う
楽
し
い
話
題
で
あ

っ
た
。

ミ
ニ
テ
レ
ビ
局
で
活
躍
し
た
カ
メ
ラ
の

最
後

の
晴
舞
台
は
、
あ
の
昭
和

３４
年

４
月

の

『皇
太
子
御
成
婚
大
パ
レ
ー
ド
』
の
中

継
で
あ

っ
た
。
Ｈ
Ｂ
Ｃ
が
担
当
し
た
青
山

学
院
前
の
中
継
地
点
、
馬
車

の
上
の
美
し

い
美
智
子
妃
を
、　
一
瞬
の
カ

ッ
ト
映
像
で

と
ら
え
て
全
国
の
視
聴
者
に
送
り
出
し
た

こ
と
で
カ
メ
ラ
冥
利
に
尽
き
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

北
極
星
鉄
塔
の
解
体
は
支
社

の
技
術
者

に
と

っ
て
は
大
き
な
歴
史
の
転
回
点
で
あ

っ
た
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
は
銀
座
で
の
勤
務

を
惜
し
み
つ
つ
、
打
ち
上
げ
は
伊
豆
海
岸

で
キ
ャ
ン
プ
。
そ
の
後
、
お
ま
け
と
し
て

今
は
な
き
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の

観
劇
で
終
わ

っ
た
。

時
は
過
ぎ
て
、
銀
座
七
丁
目
並
木
通
り

の
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
は
、
今
は
改
築

さ
れ
ル
イ

・
ビ
ト
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ル
と

な
り
昔
の
面
影
は
ど
こ
に
も
な

い
。

今
度
上
京
し
た
ら
、
裏
小
路
に
今
で
も

残
る
小
さ
い
飲
み
屋
を
訪
ね
て
、
北
極
星

が
輝

い
た
頃
の
昔
話
で
も
し
た
い
。


